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下まぶたの多様性

目領域画像の多様性

Active Appearance Model による目領域画像の表現

特徴点座標列

x = x + Psbs

b1s=  -3 λs1 ~ 0 ~ +3 λs1 b2s=  -3 λs2 ~ 0 ~ +3 λs2

形状のモデル

g = g + Pgbg

b1g=  -3 λg1 ~ 0 ~ +3 λg1 b2g=  -3 λg2 ~ 0 ~ +3 λg2

明度分布のモデル

b =           = Q cWsbs
bg

形状と明度分布を融合したモデル

x

上まぶたの多様性

淡白

一重二重

濃厚 目下部のふくらみ 大

小 大

小

目下部の反射

瞳の多様性

明るい暗い

上眼瞼：眉毛下端5点+上眼瞼下端8点
　　　　計13点

下眼瞼：下眼瞼上端11点+下方の平行11点
　　　　計22点

眼瞼裂：上眼瞼下端8点+下眼瞼上端11点
　　　　計19点

平均形状xとそこからの分散で表現

平均形状xに投影後，平均明度

分布とそこからの分散で表現

c2=  -3 λq2 ~ 0 ~ +3 λq2c1=  -3 λq1 ~ 0 ~ +3 λq1

AAM 探索による上眼瞼画像近似の例

左：AAM(20次元) による近似　　右：入力画像

高精細な目領域モデルによる運動追跡

bs: 形状パラメータ

bg: 明度分布パラメータ

c: appearanceパラメータ

1. AAM 探索により入力目領域画像を表現する

    appearance パラメータ c を求める

2. c に最も近い appearance パラメータを持つ
  学習画像を見つける

3. その学習画像に対してあらかじめ求められた
  目領域モデルの構造パラメータを入力画像の
  構造パラメータとする

目の各部分領域の解剖学的モデル

目領域構造の自動抽出

構造自動抽出と運動追跡の結果
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curves ：折れ線分
regions：curvesで囲まれた領域

T(x;s,m) s ：構造パラメータ

m：運動パラメータ υheight skewυ λheight ix iy( )
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従来 構造パラメータを手動で決定

入力
（初期フレーム）

選択された
学習サンプル

取得した
構造パラメータ

du = 0.5
f = 1.0
Ir7 = 113
ri = 10
db = 0.66
dr = 0.1

du = 0.7
f = 0.6
Ir7 = 77
ri = 10
db = 0.66
dr = 0.1
du = 0.8
f = 1.0
Ir7 = 50
ri = 10
db = 0.0
dr = 0.15

du = 0.5
f = 1.0
Ir7 = 50
ri = 10
db = 0.1
dr = 0.1

追跡結果
（最終フレーム）


